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言拒

~~ 

諸

園
の

自

作

農

創

定

事

業

( 

ー
) 

河

田

嗣

耳目

第
二

英
吉
利
の
小
農
地
制

英
吉
利
に
在
つ
て
は
中
世
の
庄
園
制
度

(
E
E
o
E
ご
ヨ
R
E
)
が
崩
壊
し
て
以
後
、
近
世
時
代
を
通
じ

τ大
農

組
織
が
漸
突
出
来
上
り
十
九
世
紀
の
中
葉
に
及
む
で
其
勢
の
完
成
を
見
る
に
至
っ
た
。
然
る
に
爾
来
今
日
に
至
る

ま
で
自
作
農
制
を
扶
植
し
て
健
賞
な
る
小
農
主
義
を
普
及
せ
し
む
べ
き
必
要
は
、
経
済
的
に
も
枇
曾
的
に
も
大
レ

に
戚
悲
ら
る
、
ニ
古
、
な
っ
た
震
め
に
、
英
蘭
土
及
宇
英
留
に
渉
っ
て
其
の
事
業
-
f
見
る
に
至
っ
た
。

至
り
、

て
鴨
矢
ご
し
、
次
で
一
入
入
七
年
及
一
八
九

O
年
の
1
7
貸
地
健
A
T
を
見
、

一
九

O
人
年
に
は
従
来
の
分
貸
地
法
ご
小
農
地
法
ご
を
令
し
て
新
た
に
一
の
小
農
地
及
び
分
貸
地
法
を
見

英
吉
利
に
於
け
る
小
農
地
に
関
す
る
法
令
は
一
入
八
七
年
の
分
貸
地
(
又
は
分
譲
地
)
設
置
に
閲
す
る
も
の
を
以

一
入
九
三
年
に
は
小
農
地
法
を
見
る
に

設

苑

諸
問
白
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
巻

(
第
二
腕
一
一
一
)

五
ゴL



設

第
十
九
巻

一六
O

(
第
二
挽
二
ニ
)

苑

諸
園
田
自
作
農
創
定
事
業

る
司
』
己
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九

O
入
年
の
法
待
に
於

τは
従
来
の
分
貸
地
及
小
農
地
に
閲
す
る
規
定
は
大
抵
其
の
要
結
に
於
て
包
括
せ
ら

れ
た
の
で
あ
っ
て
、

同

a
z
m
B
ω
口
司
。
丘
町
口
問

ω
自
己
〉
口

o
g
M
E
Z
〉
の

F
同
由
己
∞
(
∞
開
会
司

-
」
れ
で

um) 

〈
H 
H 

r、

あ
る
。
そ
し
て
此
の
一
法
律
は
貫
仁
〉
ロ
〉
♀

z
n
g
E
E
E
O
H
r
o
何

E
n
E
B
Z
三
匹
目
向
日
仏
件
。
印
【
居
住
出
。
-Eロ四
ω

目白

b
-
F
E
E
Z
E
開
口
問

F
E
E仏
当
ω-z
門
岡

ω門

〉
口
問
5
F
H
U
口
∞
〕

ご
し
て
了
解
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
h
Z
す

る
O

そ
し
て
一
九
一

O
年
に
又
小
農
地
法
後
布
せ
ら
れ
て
、

小
農
地
設
置
の
勉
め
に
共
の
小
作
地
を
失
ひ
た
る
小

作
人
の
権
利
を
賠
償
す
べ
き
規
定
が
附
加
せ
ら
れ
、
更
に
又
一
九
一
九
年
の

F
o
r
E
目。庄内
E
g

ヱ司
E
E
S
)

〉
0
4

・
H

甲
占

に
依
っ
て
一
般
的
に
改
正
吉
増
補
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
o

向
こ
れ
仁
一
九
一
九
年
に
会
布
5
れ
た

る
同
ro
〉
2
z
一ω国民。図。同
H
bロ
ι
(〉
ωωω
耳
目
。
ロ
件
。
内
の
。
自
由
)
何
回
ω
E
U
ロ
)krnYHUHmu

が
、
地
方
自
治
樫
に
依
て
獲

得
せ
ら
れ
た
る
土
地
の
賠
償
算
定
に
閲
し

τ、
補
充
的
に
共
働
ef
加
ム
ペ
き
も
の
さ
せ
ら
れ
た
。

事
情
斯
〈
の
如
〈
な
れ
ば
英
吉
利
に
於
り
る
小
農
地
制
に
闘
し
て
は
一
九

O
入
年
の
法
律
が
最
も
重
要
な
る

関
係
を
有
し
、
爾
後
の
改
正
法
さ
併
せ

τ
現
行
の
小
農
地
及
分
貸
地
法
は
こ
れ
を

同
『

α
印
自

ω--図。
一
己
口
間
切

Eι

ご
し
て
一
括
す
る
ニ
之
を
得
る
。
品
川
て
先
づ
少
L
〈
比
の
一
九

O
入
年
の
小
農

地
及
分
貸
地
法
の
成
立
す
る
に
至
っ
た
事
情
に
つ
い
て
瓶
要
を
窺
っ
て
見
る

'
-
Z
、
す
る
。

〉=。同
E
E
Z
〉の
Z
6
0∞
lGHmu町

'9) A. J. Spencer， The Small Holdings and Al10tments Acts 1908-I919， 
2 nd. ed. 1ρndon 1920， p. I. 
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一
入
比
二
年
の
小
農
地
法
ご
其
成
績

英
闘
に
て
は
小
農
地
法
の
致
呆
に
つ
い
て
調
査
を
行
は
し
h
u
る
党
め
、
調
査
委
員
舎
が
組
織
せ
ら
れ
、

九
O 

五
年
及
。
六
年
に
そ
の
委
員
曾
開
か
れ

一
九

O
六
年
十
二
月
十
日
に
共
の
報
告
書
は
農
務
大
臣
に
提
出
せ
ら
れ

た
o

然
る
に
一
九

O
入
年

ω法
律
は
此
の
委
員
曾
の
報
告
に
は
負
ふ
所
少
〈
、
や
は
b
一
入
九
二
年
の
小
農
地
法

を
基
礎

Z
L
、
之
に
改
正
を
加
へ
E
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
一
九

O
入
年
の
法
律
の
立
法
理
由
を
知
る

震
め
に
は
、

一
入
九
二
年
の
小
農
地
法
の
成
立
を
尋
ね
て
見
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
所
が
一
八
九
二
年
の

小
農
地
法
は
一
八
八
九
年
に
開
か
れ
た
る
特
別
委
員
曾
調
査
報
告
を
基
礎
ご
し
て
作
ら
れ
た
る
も
の
で
、
其
の
調

査
は
大
岨
相
次
の
如
善
意
見
を
立

τ
た
の
で
ゐ
る
。

郎
ち
英
国
に
在
つ
て
は
、
蛍
時
小
農
地
の
所
有
者
ご
小
作
人
ご
は
著
し
(
減
少
す
る
に
至
っ
た
け
れ

E
も
、
そ

の
現
象
は
決
し
て
喜
公
ぺ
き
も
の
に
あ
ら
争
、
岡
家
芭
し
で
は
却
っ
て
小
農
地
の
増
加
を
闘
る
を
要
し
、
こ
れ
を

潟
す
ほ
、
農
村
住
民
の
利
盆
の
鋳
に
も
、
不
動
産
安
田
の
た
め
に
も
必
要
の
-
』
ご
で
あ
る
o

そ
し
て
今
小
農
地
所

有
者
ご
小
作
人
ご
の
減
少
す
る
に
至
れ
る
原
因
如
何
ご
見
る
に
、
小
作
人
の
減
少
は
主
正
し
て
土
地
粂
併
の
事
賞

ド
基
闘
し
、
小
地
主
の
減
少
は
、
土
地
投
下
資
本
に
謝
す
る
利
廻
り
の
薄
き
己
土
地
閣
議
法
及
相
績
法
の
間
接
の

影
響
を
受
け
て
居
る
。
然
る
に
小
農
地
所
有
主
義
は
小
作
主
義
よ
b
も
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
有
利
な
る
も
の

詑

苑

諸
園
田
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
巻

(
第
二
競
二
=
一
)
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動

弗

諸
鴎
の
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
谷

(
第
ニ
就
一
一
回
)

プ〈

な
れ
ば
、
今
園
家
は
農
業
勢
働
者
の
地
位
を
高
め
一
1
小
自
作
農
た
ら
し
む
る
た
め
に
、
地
方
自
治
慢
を
し
て
土
地

を
購
入
L
之
を
十
英
町
以
下
の
小
農
地
に
分
割
し
一
1
農
民
に
寅
h
J
奥
へ
し
む
る
方
法
を
議
中
る
を
可
正
す
る
。
そ

し

τ地
方
自
治
躍
が
此
の
事
業
を
行
ふ
た
め
に
は
、
之
に
土
地
購
入
の
機
能
を
奥
へ
叉
購
入
資
金
を
金
融
委
員
曾

よ
り
惜
入
れ
得
る
も
の
た
ら
し
む
べ

L
。
然
か
し
小
農
地
設
定
に
要
す
る
土
地
は
頁
買
嘗
事
者
の
自
由
契
約
に
任

か
す
ぺ
き
で
あ
っ
て
、
之
を
強
制
徴
牧
す
る
必
要
は
な
い
。
斯
〈
て
今
小
農
地
を
購
入
せ
ん
Z
す
る
渚
は
、
購
入

資
金
ご
し
て
金
金
額
の
五
分
-
又
は
四
分
一
の
現
金
を
用
意
す
べ
き
も
の
ご
し
、
そ
の
獲
僚
の
所
要
金
は
年
賦
償

還
の
方
法
に
よ
り
地
方
自
治
髄
を
し
て
之
を
貸
付
り
し
む
吋
し
。
そ
の
勉
め
に
要
す
る
小
農
地
創
設
資
金
は
合
計

五
百
官
同
研
以
下
正
す
。
そ
し
て
此
の
方
法
に
依

τ設
定
さ
れ
た
る
小
農
地
は
之
が
輔
貸
及
び
分
割
を
禁
止
す
べ
き

も
の
ご
す
る
ご
い
ふ
こ
ご
之
で
あ
る
。

此
の
委
員
曾
の
意
見
の
定
ま
る
仁
就
い
て
は
、
土
地
は
こ
れ
を
小
農
地
に
分
割
し
て
農
民
に
之
を
所
有
せ
し
む

る
を
可
Z
す
る
や
、

毛
れ
ご
も
宜
(
の
所
有
は
地
方
自
治
僅
に
麗
せ
し
め
て
之
を
分
割
し
て
小
作
に
附
す
る
を
可
ご

す
る
や
に
つ
い
て
先
づ
大
い
に
議
論
が
行
は
れ
た
の
だ
っ
た
が
、
委
員
曾
ご
し
て
は
右
越
の
如
く
小
農
地
所
有
制

を
可
Z
す
る
こ
ぜ
に
な
っ
た
。
郎
も
賞
時
農
民
の
多
〈
は
小
農
地
所
有
4
り
も
却
っ
て
小
作
地
を
得
ん
己
す
る
に

熱
心
花
っ
た
事
情
も
あ
h
J
、
又
意
見
さ
し
て
は
小
農
地
所
宿
制
を
採
れ
ば
、
農
民
の
自
由
移
縛
を
妨
げ
、
又
之
に

依
h
J
岡
家
が
土
地
粂
併
の
勢
争
抑
制
し
た
ち
農
地
の
抵
嘗
負
擦
を
行
は
し
め
な
い
や
う
に
す
れ
ば
、
土
地
の
療
格



を
下
落
せ
し
む
る
恐
あ
ち
、
互
に
は
叉
小
農
地
購
入
者
は
年
賦
償
還
の
貸
付
を
受
く
る
に
件
ム
不
便
ご
不
利
子
ぜ

も
副
知
れ
難
h
v

ご
す
る
反
劃
意
見
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
之
に
劃
し
て
は
又
小
農
地
所
剃
主
義
を
可
ご
し
、
之

を
以

τ最
も
簡
便
に
小
農
民
に
土
地
を
購
入
せ
し
む
る
方
法
な
り
さ
し
、
然
か
も
土
地
の
所
有
ほ
い
と
農
民
生
活
を

安
定
せ
し
め
又
農
民
精
神
を
禍
養
せ
し
む
る
も
の
は
な
く
、
農
民
は
自
己
の
所
布
地
を
段
々
に
改
良
す
る
こ
ご
に

興
味
ご
利
盆
を
戚
じ
、
新
〈
て
一
般
に
農
業
生
産
の
振
興
を
熔
来
す
る
に
至
る
ご
主
張
す
る
意
見
も
強
〈
行
は
れ

た
o

m
同
ほ
此
の
小
農
地
設
定
に
よ
っ
て
勢
せ
十

L
て
利
得
す
る
地
主
を
撲
滅
す
る
に
足

b
、
又
小
農
地
が
抵
嘗
に

供
[
得
ら
れ

F
る
は
、
今
日
の
通
弊
た
る
農
民
過
度
負
債
を
救
済
す
る
に
も
足
る
ご
せ
ら
れ
た
。

ま
1
そ
ん
な
や
う
な
風
で
自
作
農
主
義
に
は
賛
否
両
様
の
意
見
が
戦
は
さ
れ
た
の

rが
、
結
局
法
律
は
自
作
農

主
義
を
採
り
小
農
地
制
に
閲
す
る
規
定
が
設
け
ら
る
、
こ
ご
、
な
っ
た
の
で
あ
る
o

次
に
自
作
農
地
を
創
設
す
る
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
惜
は
、
必
要
の
土
地
を
強
制
買
牧
す
る
を
得
る
権
能
を

奥
へ
ら
る
ぺ
き
も
の
な
る
や
否
ゃ
に
つ
い
て
も
種
々
意
見
が
分
れ
、
絶
謝
に
之
に
反
劃
す
る
も
の
ご
賛
成
す
る
も

の
ど
が
あ
る
以
外
に
、
若
し
小
作
制
度
を
採
り
農
地
分
貸
の
行
は
る
、
も
の
な
ら
ば
強
制
買
牧
様
を
奥
ふ
る
を
可

正
す
れ
ど
も
、
自
作
農
地
設
定
の
た
め
に
強
制
頁
牧
を
匁
す
を
得
せ
し
h
u
る
は
不
可
な
b
z
の
意
見
も
あ
h
、
皆

何
れ
も
相
官
の
有
力
な
る
理
由
を
持
し
て
下
ら
な
か
っ
た
。
然
し
法
律
は
強
制
買
収
雄
を
認
め
な
〈
て
は
法
の
寅

行
不
能
芭
な
ら
制
度
の
数
呆
を
十
分
に
鵬
首
揮
L
難
か
る
べ

L
ご
す
る
意
見
委
員
の
間
に
は
寧
ろ
多
数
だ
っ
た
に
拘

鹿

施

諸
国
的
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
俸

(
第
ニ
腕
一
一
宜
)

プミ



詑

苑

諸
岡
田
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
番

(
第
二
鶴
一
-
大
)

山
p、
四

ら
す
、
終
に
強
制
買
牧
躍
を
認
め
な
い
こ

Z
に
し
た
。

斯
〈
て
出
来
上
っ
た
の
が
一
入
九
二
年
の
小
農
地
法
で
あ
っ
化
。
今
こ
の
小
農
地
法
の
定
む
る
所
を
某
の
概
要

に
つ
い
て
見
れ
ば
、
小
農
地
設
定
の
事
業
に
蛍
る
機
関
は
の

E
E可
内
。

5
門
戸
で
あ
っ
て
、

各
カ
・
7
y
チ

1
に
於

り
る
住
民
は
小
農
地
の
設
定
を
願
出
づ
る
を
得
る
も
の
ご
し
、
之
に
謝
し
て
カ
ク
ン
チ

I
、
ヵ・
7
y
v
u
F
は
委
員

舎
を
組
織
し
て
、
其
の
申
出
を
調
査
せ
し
め
、
申
出
の
正
官
な
る
を
認
む
る
ご
き
は
之
が
設
置
に
必
要
な
る
土
地

を
購
入
す
る
の
で
ゐ
る
o
購
入
は
地
主
芭
の
自
由
契
約
に
よ
れ
ノ
、
之
に
要
す
る
資
金
は
会
の
金
融
機
関
よ
り
借
入

る
、
、
も
の
ご
す
。
若
し
買
は
ん
ご
す
る
土
地
が
高
債
で
買
上
の
目
的
の
達
し
難
い
場
合
に
は
カ
ク
ン
チ

1
、
jJ 

ク

ン
V

Y
は
之
を
賃
借
す
る
を
得
る
。
斯
〈
て
買
上
又
は
賃
借
さ
れ
た
る
土
地
は
趨
骨
聞
に
区
分
せ
ら
れ
農
民
に
之
を

費
渡
す
場
合
に
は
一
乃
至
五
十
英
町
、
之
を
貸
付
〈
る
場
合
に
は
一
乃
至
十
五
英
町
づ
、
の
小
農
地
芭
し
て
通
路

主
(
他
の
設
備
を
吉
、
の
へ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
小
農
地
を
購
買
す
る
農
民
は
梯
下
債
格
の
五
分
一
は
現
金

や」以

τ之
を
納
入
し
、
感
額
は
五
十
ヶ
年
以
内
の
年
賦
償
還
芭
す
る
の
で
あ
る
o

こ
の
小
農
地
に
劃
し
て
は
法
は

購
買
者
又
は
小
作
人
が
自
ら
之
ι
て
農
業
的
に
使
用
す
べ
き
こ
正
、

あ
ら
、
ざ
れ
ば
之
を
分
割
し
た
り
他
に
貸
付
け
た
り
譲
渡
し
た
り
す
べ
か
ら

Y
る
こ
ご
、

カ
ク
ン
チ

1
、
カ
ク
ン
シ
M
F

の
承
諾
を
得
る
仁

そ
の
小
農
地
に
は
一
戸
以

上
の
住
家
を
建
築
す
ぺ
か
ら
ゲ
る
-
)
古
美
他
の
制
限
を
設
り
た
。

新
〈
法
律
は
小
農
地
設
定
の
た
め
に
有
放
な
る
べ
き
方
策
を
樹
て
綿
密
な
規
定
を
設
け
た
の
で
あ
る
が
、
然
る



に
も
拘
ら
や
こ
の
一
八
九
二
年
の
小
農
地
法
は
其
の
賞
施
品
悼
の
成
績
に
於
て
は
兎
角
十
分
な
る
を
得
な
か
っ
た
。

其
の
不
成
績
に
終
っ
た
の
に
は
色
々
の
理
由
が
あ
っ
た
が
、
法

ω規
定
の
誼
嘗
な
ら
ざ
C

る
に
因
る
所
の
も
の
も
小

〈
な
か
っ
た
。
就
中
法
律
上
仁
何
等
土
地
獲
得
上
の
強
制
方
法
が
認
め
山
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、

カ
内
ノ
ン
チ

1
、

カ
ク
ン
シ
片
に
於
て
土
地
を
購
入
せ
ん
ご
す
る
場
合
に
は
地
主
ご
の
自
由
契
約
に
よ
る
外
な
〈
、
然
か
も
其
の
嘗

時
英
図

ω士
地
に
一
般
的
に
頗
る
高
債
で
責
買
債
格
は
牧
盆
債
格
を
超
過
す
る
こ
ご
遠
き
有
様

rっ
た
も
の

rか

ら
、
カ
ウ
ン
チ

1
、
カ
内
ノ
ン

UVJY
は
先
づ
小
農
地
た
ら

L
む
べ
き
農
地
の
購
入
に
於
て
蹟
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
此
事
が
最
も
多
〈
事
業

ω失
敗
を
招
か

L
め
た
o

然
る
に
又
一
方
に
於
て
は
蛍
時
既
に
英
閣
の
小
作
法
は
小

作
人
の
擁
利
を
十
分
強
い
も
の
に
し
た
潟
め
に
、
小
農
等
は
な
ま
じ
い
小
農
地
を
購
入
し
て
高
き
資
金
を
固
定
せ

し
め
そ
の
利
梯
ご
一
克
本
償
却
の
た
め
に
年
賦
負
槍
を
被
ら
ん
よ
り
も
、
強
き
小
作
権
の
下
に
小
作
人
た
る
を
以
て

寧
ろ
甚
ピ
有
利
な
り
£

L
、
小
作
人
た
ら
ん
ご
す
る
希
望
を
抱
く
も
の
、
方
小
農
地
購
入
を
申
出
づ
る
者
よ
り
も

多
き
を
見
た
る
有
様
だ
っ
た
こ
ご
も
、
小
農
地
法
の
成
績
を
不
可
な
ら
し
め
た
有
力
の
原
因
で
あ
っ
た
o

其
他
向

ほ
地
主
が
濁
立
な
る
小
農
民
の
成
立
を
希
は
宇
や
は
り
小
農
民
は
之
を
軍
純
な
毛
一
努
働
者
正
し

τ残
し
置
く
を
有

刺
Z
考
ヘ

k
，
』
己
、
然
か
も
カ
内
ノ
Y

チ
1
、

も
原
因
ご
し
て
働
〈
所
が
ゐ
っ
た
o

カ
ク
ン
シ

Y
は
多
く
此
等
の
人
々
に
依
て
組
織
さ
れ
た
る
こ
ご
な

E

要
す
る
に
一
入
九
二
年
の
小
農
地
法
は
成
績
不
十
分
だ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
小
農
地
制
の
た
め
に
は
、
之
を
改

-
一
六
五

誼

宛

請
圃
申
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
巻

(
第
二
焼
一
一
七
)



詫

苑

(
第
二
親
}
一
凡
)

一」八六

靖
国
田
自
作
農
創
走
事
業

第
十
九
巻

正
し
て
更
に
有
殺
な
る
立
法
を
錫
す
必
要
戚
壱
ら
れ
、
絡
に
一
九

O
入
年
の
改
正
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
O
入
年
乃
至
一
九
一
九
年
の
小
農
地
法

一
九

O
八
年
の
小
農
地
接
は
上
に
通
ぶ
る
が
如
為
事
情
の
下
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
従
来
の
小
農

地
法
に
比
較
し
て
積
々
賀
行
上
の
不
便
を
除
き
小
農
地
事
業
を
遂
行
す
る
に
過
す
る
多
(
り
改
正
を
加
へ
ら
れ
た

る
も
の
な
り
ご
す
る
o

そ
し
て
同
法
は
真
に
其
後
に
於
け
る
改
正
の
た
め
に
盆
々
出
廷
叩
の
も
の
ご
せ
ら
れ
、
英
閤

小
農
地
事
業
の
た
め
に
は
兎
に
角
一
大
時
機
を
劃
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
っ
た
o

モ
こ
で
少
し
〈
同
法
及
び
其
殺
の
改
正
法
の
規
定
に
つ
い
て
窺
っ
て
見
た
い
の
で
あ
る
が
、
先
づ
同
法
に
所
謂

小
農
地
ど
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
見
定
め
ね
ば
な
ら
泊
。
同
法
第
六
十
一
僚
の
規
定
に
従
へ
ば
、
小
農
地

Z
は
一
英
町
以
上
五
十
英
町
以
下
若
し
五
十
英
町
を
超
ゆ
る
場
合
に
は
寅
買
又
は
貸
借
の
際
所
得
税
の
潟
に
定
め

ら
れ
た
る
年
償
額
五
十
械
を
超
過
せ

F
る
農
業
上
の
所
有
地
を
謂
ふ
ご
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
一
九
一
九
年
の
法
律

に
於
て
は
ぞ
の
第
二
十
僚
を
以
て
一
英
町
以
下
の
農
地
ご
い
へ
ど
も
宇
英
町
以
下
な
ら
守
し
て
其
地
に
小
合
の
建

て
ら
れ
る
も
の
は
や
は
り
之
を
小
農
地
ご
い
ふ
-
】
芭
に
意
義
が
繍
張
せ
ら
れ
た
。

然
ら
ば
斯
か
る
小
農
地
は
如
何
に
し
て
設
定
せ
ら
る
、
か

Z
い
ム
に
、

カ
ク

y
v
u
y

(
カ
タ

y

カ
内
y
y
チ
1

、

チ

1
、
ポ
?
ー
の
カ
ヲ
y
v
y
を
も
包
合
す
る
)
は
趨
嘗
の
農
地
宇
購
入
又
は
賃
借
し
て
之
を
小
極
分
し
葉
等
を

帝国農智嗣前禍書一一λ一一一三i凹頁。10) 



購
入
叉
は
賃
借
し
て
白
ら
耕
作
せ
ん

Z
欲
す
る
人
々
に
供
給
す
る
権
能
ご
義
務
ご
を
負
ふ
も
の
芭
せ
ら
れ
、
(
第
七

保
)
つ
ま
h
カ
タ
ン
チ

1
、
カ
ク
ン

V

Y
の
手
に
依
っ
て
其
の
設
定
は
行
は
れ
る
の
で
あ
る
o

そ
し
て
其
の
場
合

-n
砂

チ

M
V
Z
E

ト

に
「
自
ら
之
を
耕
作
す
る
」

Z
は
頗
る
辰
義
に
解
す
べ
き
も
の
で
、
因
遺
を
も
合
み
、
又
家
畜
や
蜜
峰
や
家
島
両

の
飼
養
を
も
包
合
す
る
。

小
農
地
設
定
の
矯
め
に
は
カ
タ
ン
チ

1
、
カ
タ
ン
V

M

F

は
必
中
小
農
地
及
品
刀
貸
地
委
員
を
創
置
す
べ
き
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
委
員
は
そ
の
杢
部
又
は
一
部
分
は
カ
ク
ン
チ

1
、
カ
ク
ン

V

Y
の
議
員
た
る
を
要
し
、

一
部
分
然

る
場
合
に
は
過
字
数
が
そ
の
議
員
た
る
を
要
す
る
。
(
第
五
十
傑
)
こ
の
委
員
曾
が
小
農
地
及
分
貸
地
の
貫
行
に
閲

す
る
あ
ら
ゆ
る
機
能
を
行
ひ
又
義
務
仁
任
中
る
も
の
で
あ
る
。

小
農
地
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、

カ
ク
ン
チ

1
、
カ
ク
ン
ジ
ル
は
嘗
該
カ
ク

v
v
y
内
に
在
る
Z
否
ご
を
問
は

十
通
営
の
農
地
を
契
約
に
依
っ
て
購
入
又
は
賃
借
す
る
を
得
る
o

者
し
小
農
地
を
賃
借
せ
ん
古
欲
す
る
人
に
供
給

す
べ
き
趨
営
の
農
地
を
自
由
契
約
に
依
て
獲
得
し
協
は
ゴ
る
に
於
て
は
之
を
強
制
的
に
買
上
「
る
を
許
き
れ
た

(
第
七
傑
)
0

但
し
此
の
強
制
購
入
は
農
民
に
土
地
を
貸
す
場
合
に
の
み
許
き
れ
之
を
頁
渡
す
場
合
に
は
許
Z
れ
な

い
の
で
あ
っ
て
此
結
は
注
意
に
値
す
る
所
で
あ
る
。
そ
し
て
又
カ
ク
V

チ
!
、

カ
ク
y
u
v
y
は
農
務
及
び
漁
務
省

及
び
保
健
省

ω許
諾
を
得
れ
ば
、

カ
ク
ン
チ

1
、
カ
ク
y
v
u
y
が一刀両ノ
y
y
u
y
の
他
の
目
的

ω
た
め
に
所
有
す
る

土
地
を
も
、

一
九

O
八
年
の
怯
律
に
依
っ
て
之
を
獲
得
す
る
守
許
さ
れ
た
る
目
的
の
た
め
に
牧
用
す
る
を
得
る
ご

詑

苑

諸
闘
の
自
作
農
割
近
事
業

第
十
丸
谷

(
第
二
挽

"' ) 

二
六
七



詑

弗

諸
園
田
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
巻

{
第
二
娘
一
二

O
)

六
八

• 

同
時
に
、
叉
反
針
に
一
九

O
八
年
の
法
律
の
下
に
カ
ク
ン

V

Y
に
依
て
獲
得
せ
ら
れ
た
る
土
地
ゼ
カ
ク
y
v
u
F
ω

他
の
目
的
の
た
め
に
牧
用
す
る
を
得
る
も
の
ご
せ
ら
れ
た
o
(
一
九
一
九
年
法
第
十
三
保
)

カ
ク
Y
チ

1
、
カ
ク
ン

v
u
y
が
農
地
を
獲
得
し
た
る
後
は
、
其
地
に
謝
し
て
は
其
の
管
理
上
の
全
穫
を
有
す
る

も
の
ご
せ
ら
れ
る
o

従
て
其
地
を
農
民
に
責
渡
し
叉
は
貸
奥
す
る
以
前
に
葉
地
に
家
屋
其
他
の
建
物
を
遺
h
又
は

慨
に
存
在
す
る
も
の
を
修
繕
し
業
他
叉
地
に
闘
し
て
改
善
を
錯
す
を
得
、
又
か
、
る
改
善
に
関
し
て
其
地
の
小
作

人
正
の
聞
の
事
務
を
世
田
理
す
る
を
得
る
。
(
一
九
一
九
年
法
第
十
ニ
僚
)
そ

L
て
英
地
を
責
波

L
叉
は
貸
付
す
る
じ

嘗
つ
て
は
、
合
理
的
に
獲
ら
る
べ
き
最
高
の
代
田
明
又
は
賃
料
を
以

τ個
人
叉
は
産
業
組
合
的
固
結
の
下
に
あ
る
人

々
に
供
給
す
べ
き
も
の
ざ
す
る
c

又
は
農
務
及
漁
務
省
の
許
諾
を
得
れ
ば
之
を
小
農
地
の
創
設
助
成
の
た
め
に
港

ら
れ
た
る
曾
枇
に
し
て
葉
の
利
盆
金
を
配
賞
す
る
を
禁
止
又
は
制
限
せ
る
も
の
に
供
給
す
べ
き
も
の
ご
す
る
。
(
一

九
一
九
年
法
第
十
一
俊
)

小
農
地
を
購
買

L
た
る
農
民
は
其
の
代
金
の
五
分
一
以
上
を
支
扮
ふ
を
要
し
、
カ
ウ
ノ
ン
チ

1
、
方
向

y
v
v
u
y
は

之
を
通
営
Z
認
む
る
に
於
て
は
代
金
の
四
分
以
下
の
金
額
を
ば
永
久
地
代
ざ
し
て
芸
の
土
地
の
負
信
正
潟
す
-
』
古

を
得
。
而
し
て
若
f
h

代
金
支
梯
残
額
あ
る
場
合
に
は
、

カ
ウ
ノ
ン
チ

1
、
カ占
y
y
v
u
y
は
之
を
其
地
に
謝
す
る
貸

付
ご
し
て
五
十
ヶ
年
を
超
へ

F
る
年
賦
済
崩
ご
し
て
各
宇
年
賦
を
以
て
之
を
償
還
せ
し
む
る
こ
ご
ご
縛
す
を
符

る
。
其
の
年
賦
は
カ
?
ン
チ

1
、
カ
ク
y
u
y
u
F
の
意
思
に
依
て
六
十
年
迄
延
長
す
る
こ
ご
も
出
来
る
。
叉
購
買
者



の
請
求
あ
れ
ば
定
期
年
金
梯
ご
錯
す
-
}
ご
も
出
来
る
o
倫
叉
一
定
の
僚
件
の
下
仁
於
て
年
賦
金
の
全
部
又
は
一
部

の
支
梯
bo-
五
ヶ
年
以
内
猶
議
す
る
ニ
さ
も
出
来
る
ニ
ご
に
な
っ
て
居
る
。
(
一
九

O
八
年
法
第
十
一
候
)
次
に
土

地
が
責
渡
き
る
、
こ
ご
な
く
し
て
賃
貸
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
は
、

カ
ク
y
チ

1
、
カウノ
y
v
u
p
に
依
て
買
上
げ
ら

れ
た
る
農
地
の
小
作
人
が
六
年
よ
り
少
か
ら

F
る
期
間
某
地
を
占
有
し
た
る
者
な
る
に
於
て
は
、
彼
は
立
退
の
告

知
を
受
取
る
以
前
如
何
な
る
時
期
に
於
て
も
共
の
土
地
を
時
慣
に
於
て
自
己
に
寅
波
古
ん
-
回
=
を
請
求
す
る
を
得

る
。
毛
し
て
其
の
土
地
代
金
は
小
作
人
の
匁
せ
る
改
良
の
錦
め
騰
貴
せ
る
部
分
を
引
去
り
た
る
も
の
だ
る
べ
き
で

あ
る
。
カ
ヲ
ン
チ
1
、
カ
ヲ
y
v
u
F
は
此
の
申
出
に
嚇
到
し

τは
主
務
省
が
之
を
許
可
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
桓
絶
す

る
を
得
ぎ
る
も
の
ご
す
。
(
一
九
一
九
年
法
第
十
一
保
)

小
農
地
は
頁
波
さ
れ
た
る
場
合
に
於
て
も
賃
貸
さ
れ
允
る
、
場
合
に
於
て
も
二
十
ヶ
年
間
は
全
員
渡
さ
れ
た
る
場

合
に
は
代
金
の
未
梯
演
の
も
の
、
残
存
す
る
限
h
は
其
後
に
於
て
も
)

一
定
の
制
限
に
服
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
居

る
o

其
の
制
限
は
色
々
あ
る
が
就
中
重
要
な
事
項
は
、

カ

?
V
チ

1
、
カ
ク
ン
シ
U
F

の
承
諾
ゐ
る
に
あ
ら

F
れ
ば

之
を
分
割
す
べ
か
ら
ず
、
又
譲
渡
す
べ
か
ら
守
、
叉
貸
付
す
べ
か
ら

F
る
こ
Z
o
主
(
の
所
有
岩
又
は
占
有
者
(
小

作
の
場
合
)
自
ら
之
を
耕
作
L
且
つ
農
業
以
外
の
目
的
に
使
用
す
べ
か
ら
古
る
こ

Z
。
原
則
Z
し

τ其
地
に
一
個

以
上
の
住
宅
を
築
遣
す
ぺ
か
ら
ぎ
る
こ
ぜ
O

其
地
に
あ
る
家
尾
内
に
於
て
可
酔
性
飲
料
を
販
貰
す
べ
か
ら
F
る
こ

さ
等
こ
れ
で
あ
る
。
向
ほ
小
農
地
が
此
等
の
諸
僚
件
に
依
て
拘
束
せ
ら
る
、
期
間
内
に
於
て
其
の
所
有
者
が
死
己

設

苑

諸
問
の
自
作
農
矧
一
定
事
業

第
十
九
巻

(
第
二
腕
コ
ニ
)

一
大
丸



説

苑

諸
岡
白
田
作
農
智
正
事
業

第
十
九
巻

(
第
二
誠
一
ニ
ニ
}

一七
O

し
、
怨
め
に
相
縦
、
遺
贈
茸
(
他
に
依
り
北
(
地
が
小
分
せ
ら
る
べ
き
場
合
に
は
、

カ
ク
ン
チ

1
.
カ
ク
ン
シ
声
は
十

ニ
ヶ
月
以
内
に
之
を
或
一
人
に
貢
却
す
べ
き
ニ
£
を
要
求
す
る
を
得
る
の
で
ゐ
っ
て
、
若
し
そ
の
要
求
通
h
責
却

が
行
は
れ
な
り
れ
ば
カ
ウ
Y

チ
1
、
カ
ク
y

y
戸
自
ら
之
が
頁
却
を
行
ふ
を
得
る
も
の
ご
す
る
。
(
一
九

O
入
年
法

第
十
二
傍
)

此
等
の
制
限
が
銑
に
行
は
る
、
ニ
さ
ほ
き
時
期
に
達
し
だ
る
以
後
に
於
て
も
、
若
し
小
農
地
の
所
有
者
が
之
を

農
業
以
外
の
目
的
に
使
用
せ
ん
ご
欲
す
る
場
合
に
し
は
、

之
を
縛
す
に
先
ち
伎
は
其
地
ぞ
ぱ
先
づ
自
己
の
之
を
買
収

り
た
る
カ
ウ
/
ン
チ
1
、
カウノ
V

V

戸
に
制
到
し
て
、
次
に
は
蛍
初
其
地
が
買
取
ら
れ
た
る
際
所
有
者
た
h
J
L
者
に
謝

し
て
頁
却
の
震
め
に
提
供
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
(
同
第
十
五
僚
)

次
に
カ
ヲ
ン
チ

1
、
カ
?
v
v
y
は
自
ら
小
由
民
地
の
購
入
を
怨
す
以
外
に
、
銑
存
小
農
地
の
小
作
人
を
し
て
其

の
地
主
よ
り
農
地
を
購
入
す
る
を
得
せ
し
め
ん
鋳
に
、
業
の
必
要
正
す
る
代
金
の
五
分
四
以
下
を
貸
付
〈
る
を
得

る
。
叉
小
農
地
の
小
作
人
に
船
出
し
て
彼
等
が
一
其
の
農
地
の
斜
め
に
必
要
ご
す
る
家
音
、
果
樹
、
穂
子
、
肥
料
及
び

器
具
等
を
購
入
す
る
に
要
す
る
資
金
を
ば
、
貸
付
又
は
保
詮
す
る
を
得
る
も
の
正
す
。
(
一
九

O
入
年
法
第
十
九
保

及
一
九
一
九
年
法
第
十
入
僚
)

す
ぺ
て
右
の
如
〈
に
し
て
行
は
る
、
小
農
地
の
設
定
に
濁

L
て
は
、
な
る
べ
〈
共
の
設
定
を
多
か
ら
し
め
ん
た

め、

一
九

O
人
年
の
法
律
は
小
農
地
委
員
を
設
置
す
る
を
要
す
る
も
の
ご
し
た
の
で
ゐ
る
が
、
共
の
委
員
は
農
業



上
の
智
識
経
験
ゐ
る
者
二
名
以
上
三

L
農
務
及
漁
務
省
が
之
を
任
命
す
る
の
で
あ
る
。
(
第
二
傑
)
そ
し
て
委
員
は

主
務
省
の
指
弾
に
従
っ
て
各
カ
ウ
ン
チ

1
に
於
け
る
よ
用
農
地
の
需
要
の
程
度
、
活
蛍
な
る
小
農
地
を
準
備
し
た
る

場
合
に
表
は
る
ぺ
き
其
の
需
要
の
程
度
及
び
此
等
需
婆
の
ht
資
質
行
の
可
能
の
程
度
等
を
調
査
し
、
此
の
目
的
に

関
し
て
各
カ
ヲ
Y

チ
1
、
カ
ク
y
v
w
y
t
協
議
す
べ
き
も
の
芭
す
る
。
又
治
官
ご
認
む
る
官
勝
、
組
合
及
倒
人
に

濁
し
て
助
力
を
求
め
、
北
九
他
必
要
ご
認
む
る
手
段
を
執
る
べ
き
も
の
記
す
る
。
そ
し

τ叉
委
員
は
カ
ク
ン
チ

1
に

閲
し
て
彼
等
の
得
た
る
調
夜
材
料
を
ば
主
務
省
に
報
告
し
、
之
に
依

τ小
農
地
創
設

ω計
叢
を
震
す
を
遁
営
ご
す

る
や
否
ゃ
に
つ
き
某
意
見
を
陳
述
す
べ
き
も
の
正
す
る
。

此
の
報
告
を
受
け
た
る
主
務
省
は
、
之
を
審
査
し
賀
行
計
輩
を
立
つ
る
を
可
ご
す
ご
児
る
に
於

τは
、
主
務
省

Z
じ
て
遁
営
ご
考
ふ
る
蒋
度
に
之
に
手
を
加
へ
て
営
該
カ
?
ン
チ

1
、
カ
ク
y
v
u
F
に
没
付
す
る
o

之
を
受
げ
た

る
カ
ク
ン
チ

1
、
カ
h
y
y
ジ

U
F

に
於

τは
之
に
則
つ

τ
一
個
以
上
の
'
貿
行
計
棄
を
作
製
す
る
を
要
し
、
若
し
カ
ウ
ノ

Y

チ
1
1

、
カ
ク
ン

V

F

が
之
が
作
製
を
肯
ん
性
宇
、
又
は
右
報
告
を
受
り
た
る
級
六
ヶ
月
以
内
に
又
は
主
務
省
の

之
を
認
む
毛
期
間
内
に
賀
行
計
霊
セ
立
つ
る
こ
Z
な
き
に
於
て
は
、
主
務
省
は
小
農
地
委
員
を
し
て
一
個
若
〈
は

そ
れ
以
上
の
質
行
計
査
を
作
製
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。

小
農
地
設
定
の
費
行
計
書
中
に
は
、
小
農
地
の
匁
め
に
取
得
せ
ら
る
べ
き
土
地
の
所
在
、

小
農
地
た
る
べ
き
土

地

ω概
略
面
積
及
び
各
地
方
に
布
設
さ
る
ぺ
き
小
農
地
の
数
性
質
及
び
規
模
等
、
計
霊
の
全
部
又
は
一
部
の
賞
施

詑

弗

諸
閣
の
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
巻

(
第
二
親

) 

七



話

苑

諸
闘
の
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
巻

(
第
二
挽

四

七

せ
ら
る
川
、
き
時
期
等
を
明
か
に
す
る
を
要
L
、
主
務
省
は
之
な
乱
公
告
し
た
る
上
異
議
の
申
立
ゐ
ら
ば
之
を
き
、
、

然
る
上
に
て
愈
I
之
を
賀
行
計
重
ご
し
て
確
定
す
る
の
で
あ
る
o
(

一九

O
八
年
法
第
四
僚
及
第
五
保
)

斯
〈
て
確
定
せ
ら
れ
た
る
計
重
は
カ
ウ
シ
チ
1
、
カ
ヲ
ン

V

Y

仁
於
て
之
を
賞
施
す
る
義
務
を
負
ふ
。
若
し
カ

内
ノ
ン
チ

I
、
カ
ク
y
v
u
F
に
於
て
そ
の
寅
行
を
肯
ん
壱

F
る
に
於
て
は
、
主
務
省
は
小
農
地
委
員
を
し
て
其
の
貫

施
の
匁
め
に
必
要
な
る
手
段
ぞ
採
ら
し
め
、

そ
の
震
施
の
鋳
め
に
要
さ
れ
た
る
費
用
は
カ
ウ
〆
Y

チ
1
の
基
金
中
よ

り
図
庫
に
弊
償
す
べ
き
も
の
ご
す
る
。
そ
し
て
委
員
に
費
し
て
計
査
を
賀
行
す
ぺ
き
ニ
吉
を
命
じ
た
る
主
務
省
の

命
令
は
直
ち
に
雨
議
院
に
提
出
す
べ
き
も
の
ご
せ
ら
れ
て
あ
る
o
(
一九
U
入
年
法
第
六
僚
)

E

究
仁
術
口
口
少
し
〈
小
農
地
設
定
の
縛
め
仁
行
は
る
、
士
地
の
強
制
政
周
仁
就
い
w

て
見
る
に
、
上
に
既
に
之
を
明

か
に

L
た
る
如
〈
、

カ
ヲ
Y

チ

1
、
カ
?
y
u
V
戸
は
合
意
契
約
に
依
て
地
主
よ
も
土
地
を
獲
得

L
能
は

5
る
場
合

に
は
強
制
的
に
之
を
収
用
す
る
権
能
を
認
め
ら
れ
た
り
れ
ど
も
、

ぞ
は
た
い
に
農
地
を
賃
貸
小
作
せ
し
む
る
必
要

に
臆
宇
る
場
合
に
の
み
許
古
品
、
権
能
で
あ
っ
て
、
之
を
小
作
人
に
寅
渡
す
場
合
に
は
強
制
買
上
は
認
め
ら
れ
ぬ

の
で
あ
が
。
そ
し
て
其
の
強
制
借
上
の
期
間
は
十
四
ヶ
年
乃
至
三
十
五
ヶ
年
で
あ
る
。

強
制
吹
周
を
行
は
ん
=
す
る
一
公
共
園
陸
が
パ
η
ノ
ゥ
ジ
ユ
、

カ
ウ
ン
シ
U
F

な
る
場
〈
口
に
は
、
牧
用
は
カ
ク
ン
チ

カ
ク
Y

V

F

の
手
を
部

t
行
は
れ
、
土
地
が
獲
ら
れ
た
る
上
仁
て

ρ
9
ッ
V

ユ、

カ
ヲ
y

v

Y
仁
附
奥
せ
ら



る
、
も
の
ご
す
。

は
す
べ

τ
岱
o
h
F
の』口一弘吉
O
ロ
。
「

H
bロ
ι
(〉自の∞
ω
目
。
己
。
『
(
リ
。
E
H
U
E臣
官
。
ロ
)
〉
丘
w
H
U
H
U
・

般
的

強
肯1]
牧
用
の

l二ー賠
依償
てに
民主 閥
断す
ぺ士 る
ら そ評
る議

実
に
小
農
地
及
び
分
課
地
に
関
す
る
賠
償
規
定
を
窺
ふ
仁
、
先
づ

る
の
で
ゐ
る
。

小
農
地
の
匁
め
に
強
制
収
用
せ
ら
れ
た
る
農
地
に
於
J
規
則
正
し
く
使
用
せ
ら
れ
た
る
労
働
者
に
し
て
A
ー
そ
の

地
の
強
制
牧
用
の
鋳
め
に
働
き
口
を
失
ひ
然
か
も
そ
の
地
方
に
於
て
従
来

Z
同
様
に
有
利
な
る
就
職
口
を
盾
出
し

能
は
刊
さ
る
者
は
、
其
の
失
業
に
謝
し
て
及
び
他
の
地
方
仁
移
縛
す
る
費
用
に
謝
し
て
カ
ク
ン
チ

1
、
カ
ク
ン
V

U

F

よ
b
賠
償
を
受
〈
る
を
得
る
も
の
記
す
。
(
一
九

O
入
年
法
第
四
十
三
保
)

突
に
小
農
地
創
設
の
勉
め
に
其
の
農
地
を
失
ひ
た
る
小
作
人
に
封
す
る
賠
償
に
関
し
て
は
、

一
九
一

O
年
の
小

農
地
法
子
内
田
昌
弘

-zo一色口問
ω

〉

ηFez-
が
其
規
定
を
設
げ
た
。
卸
ち
カ
タ
ン
V
Y
又
は
カ
ク

v
v
y
の
請

求
に
基
き
地
主
が
小
作
人
に
立
退
を
命

ι之
に
依
て
小
作
の
終
了
せ
し
め
ら
る
、
場
合
に
は
、
小
作
人
は
、
直
接

立
退
に
基
因
す
る
損
失
及
び
費
用
に
費
し
て
カ
ウ
ノ

y
v
y
よ

b
賠
償
を
得
る
権
利
あ
る
も
の
ご
せ
ら
れ
た
。
そ
し

て
そ
の
損
失
や
費
用
は
立
退
を
匁
す
に
は
遜
く
べ
か
ら

5
る
所
の
も
の
で
あ
り
、
叉
其
の
家
財
や
農
用
器
具
や
由
民

産
物
や
土
地
主
共
に
使
用
さ
れ
た
る
家
畜
や
の
責
却
又
は
移
轄
に
依
て
生
守
る
も
の
ご
す
る
。
小
作
人
に
こ
の
様

利
を
認
む
る
た
め
に
は
、
小
作
人
は
右
等
の
も
の
、
評
慣
に
関

L
て
カ
ヲ
ン
ジ
戸
に
之
を
縛
す
機
舎
を
奥
ふ
る
を

詑

苑

諸
岡
山
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
巻

(
第
二
統
一
二
五
)

七
コ



説

苑

諸
問
。
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
巻

第

税

-~，、
) 

一
七
回

要
し
、
又
立
退
後
三
ヶ
月
以
内
に
其
の
請
求
を
提
起
せ
な
け
れ
ば
な
ら
心
。
評
慣
等
に
闘
し
生
す
る
意
見
の
相
違

は
す
べ
て
和
解
調
停
に
依

τ解
決
せ
ら
る
ぺ
、
支
じ
ご
す
る
。
そ
し
て
カ
カ
ノ
ン
チ

1
、
カ
ヲ
ン
ジ
ル
が
主
務
省
の
承
認

の
下
に
之
を
支
梯
ひ
た
る
弊
償
金
及
び
賠
償
請
求
に
関
聯
し
て
必
然
的
に
生
じ
た
る
理
由
の
明
か
な
る
費
用
は
、

す
べ
て
之
を
主
務
省
に
於
て
負
鎗
し
、

カ
ク
ン
チ

1
、
カ
ク
y
v
y
に
務
戻
ち
る
、
こ
ご
に
な
っ
て
居
る
の
で
あ

品。
次
に
又
カ
ク
y
y
y
が
小
農
地
又
は
分
貸
地
Z
し
て
強
制
的
じ
農
地
を
借
入
れ
た
る
場
合
に
は
、

カ
ク

V
V
戸

は
小
作
契
約
終
了
前
一
年
以
上
二
年
以
内
に
地
主
に
之
を
告
知
す
れ
ば
十
四
ヶ
年
以
上
三
十
五
グ
年
以
内
の
期
間

仁
沙

h
小
作
契
約
を
一
見
新
す
る
を
得
る
。
(
第
四
十
四
僚
)
所
が
小
農
地
又
は
1
7
貸
地
ご
し
て
土
地
が
強
制
牧
周
せ

ら
れ
た
る
場
合
に
地
主
は
、
彼
が
並
(
地
を
建
物
融
制
業
者
〈
は
其
他
の
廃
業
上
の
目
的
若
〈
は
此
等
の
品
角
的
に
必
要

な
る
道
路
Z
し
て
使
用
す
る
場
合
に
は
、
十
一
一
ヶ
月
前
の
告
知
に
よ
ち
主
務
省
之
を
認
む
る
ぜ
き
は
、
そ
の
前
所

有
を
回
復
す
る
を
得
る
o
(
第
四
十
六
傑
)

小
農
地
又
は
分
貸
地
の
小
作
人
は
共
の
小
作
期
聞
の
絡

f
に
際
し
彼
が
其
地
の
上
に
施
し
た
る
改
良

(
自
民
「
耳

問
問
臼
何
回
目
自
主

0
2
B
E官
)
郎
も
例
へ
ば
果
樹
、
幕
、

U

F

j

1

プ
其
他
の
植
物
を
植
付
り
そ
れ
等

が
品
川
ほ
二
年
間
以
上
牧
穫
を
費
す
も
の
な
る
場
合
に
は
、
其
の
改
良
に
劃
し
て
カ
ク
)
J
V
Y
よ
h
賠
償
を
受
く
る

ア
ス
パ
ラ
ガ

λ

、

eT
得
る
。
但
し
此
の
賠
償
請
求
権
は
カ
?
ン
V

Y

が
小
作
人
に
か
、
る
改
良
を
施
す
を
禁
じ
た
る
場
令
に
は
原
則



ご
し
て
排
除
せ
ら
る
、
も
の
芭
す
る
。
(
第
四
十
七
佼
)
そ
し
て
カ
ク
ン
チ

1
、
カ
?
ン

V

Y
は
又
土
地
を
借
入
れ

て
小
作
に
附
し
た
る
場
合
に
於
て
は
、
そ
の
地
主
に
謝
し
て
右
等
の
賠
償
を
請
求
す
る
を
得
る
も
の
ご
し
、
立
(
れ

に
闘
し

τは
規
定
に
於
て
傑
件
や
制
限
が
設
り
ら
れ
た
の
で
あ
る
o
(
一
九

O
八
年
法
第
四
十
七
僚
、
一
九
一
九
年

法
第
二
十
三
傑
参
照
)

品
問
ほ
カ
h
y
y
チ

1
、
若
〈
は
ポ
ロ

1
若
〈
は
ア
ー
バ
ン
、

ヂ
旦
ト
リ
ク
ト
の
カ
ク
ン

V

Y
は
、
小
農
地
若
〈
は

分
貸
地
に
閲
す
る
事
業
を
潟
す
を
以
て
目
的
ご
す
る
産
業
組
合
に
謝
し

τは、
そ

ω設
立
を
又
は
鏑
張
を
助
成
し

ヌ
こ
れ
を
補
助
す
る
を
得
る
も
の
ご
す
。
(
一
九

O
八
年
法
第
四
十
九
僚
)
叉
カ
?
y
チ

1
、
カ
ク
ン
シ
Y
は
小

農
地
の
目
的
の
斜
め
に
及
び
産
業
組
合
に
劃
す
る
補
助
や
貸
付
の
録
的
に
資
金
を
借
入
る
〉
伊
」
得
、
主
(
的
資
金
が

士
地
購
入
の
匁
め
に
要
せ
ら
る
、
場
令
に
は
入
十
年
内
、
他
の
場
合
に
は
五
十
年
内
に
之
を
返
送
す
る
こ
吉
、
匁

す
を
得
る
。
ポ
ロ

1
、
ア
ー
バ
y
デ
λ

ト
p
p
ト、

バ叫ノッ
V

ユ
等
の
カ
ウ
y
v
y
も
亦
分
課
地
の
斜
め
に
土
地

を
獲
得
し
、
改
良
し
メ
之
に
過
す
る
も
の
た
ら
し
む
る
須
め
に
要
す
る
資
金
を
借
入
る
〉
伊
」
得
る
も
の
ぜ
す
る
。

(
第
五
十
二
僚
及
第
五
十
三
位
陣
)

総
ぺ
て
斯
の
如
〈
に
し
て
行
は
る
、
小
農
地
及
分
貸
地
事
業
に
関
し
て
は
、
農
務
及
漁
務
省
は
、
省
自
ら
の
ご

院

夢匝

諮
問
。
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
巻

(
第
二
税
一
ニ
七
)

士
五



詑

苑

諸
闘
の
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
巻

(
第
二
腕

J、
) 

一
七
六

委
員
曾

ω
ご
の
事
業
報
告
を
年
々
議
曾
に
提
出
す
ぺ
き
も
の
さ
し
、
又
多
数
の
カ
ク
ン
チ

1
・
ポ
ロ

1
、
ヂ

λ

ト

F
ク
ト
、
及
バ
ヲ
ツ
ジ
ユ
の
カ
ヲ
y
v
y

の
行
へ
る
事
業
の
報
告
を
も
潟
す
ぺ
き
も
の
さ
せ
ら
れ
て
あ
る
。
(
第

五
十
九
僚
)

英
国
小
農
地
創
定
事
業
の
成
蹟

最
後
に
一
九

O
八
年
の
小
農
地
法
官
施
以
後
に
於
け
る
笑
蘭
士
及
字
英
留
の
小
農
地
設
定
事
業
成
績
を
見
る

に
、
先
づ
ぞ
の
数
字
以
次
の
通
り
で
あ
る
o

一
一
九

O
入
年
法
に
依
る
小
農
地

一
九
一
入
年
迄
に
庭
理
せ
ら
れ
た
る
小
農
地
に
し
て
カ
ウ
-
V

チ
1
及
ポ
ロ

1
の
カ

?
ν
v
y
の
獲
得
せ
る
も

の
(0 )(イ}

一
一
ニ
丸
、
五
O
七
英
町

格

四
二
ハ
一
九
・
λ
五
中
旬

酔

入

慣

借

入

六

0
.四
九
四

代

地

七
六
、
λ
四

音f

ニ
0
0
.
0
0

一

設
定
せ
ら
れ
た
る
小
農
地
の
面
積
及
人
員

{ィ)

英
町

九
大
丸

占，、
λ ， 

並

東

面
積

以上一九O八年一九一0年及一丸一九年四 11、農地及分貸地法り規定にワいて

は A. J. 5r問阿e町n悶E
2及主農務局編「諸タ外ト圏a畠巴於ケル11小Iト、農地設定=闘スル法律」第一巻一一一-五七頁参

E可。

11) 



(ノ、)(ロ)

而
積

了
八
九
、
λ
八
七

一
三
、
七
三
亙

賃

貸

面
積

八
、

cλ
九

五
七
繍
合

組
合
貸
付

二
一
九
一
九
年
法
に
依
る
小
農
地

一
九
二
二
年
五
月
三

O
日
迄
に
カ
ウ
ン
チ

1
及
ポ
ロ

1
の
カ
ク

y
v
y
が
獲
得
せ
る
も
の

、J

英

町

窃

イ

ニ

ニ

λ
、

c

o

o

-

、
七
回

0
.
0
0
0

昨

絡

入

倒

借

一
三
、
一
ニ
六
七

入

苦十

二
六
一
、
=
一
六
七

向
ほ
一
九
二

O
年
十
二
月
一
日
迄
に
小
農
地
の
申
請
を
怨
せ
る
件
数
四
入
、
七

O
O
に
L
て
某

ω一
面
積
八
三
一
、

五

O
O英
町
に
上
は

h
、
就
中
許
可
せ
ら
れ
党
る
件
数
二
四
、

O
四
六
面
積
三
五
四
、
五
八
五
英
町
で
あ
る
。

こ
の
数
字
の
示
す
所
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
英
士
口
一
利
の
小
農
地
創
定
事
業
は
一
九

O
八
年
以
後
に
於
て
も
、
や
は

り
品
開
り
著
し
き
後
展
を
遂
げ
て
居

ι向
。
事
ろ
人
を

L
て
並
(
の
創
定
件
数
も
創
定
面
積
も
少
き
に
驚
か
し
h
u
る
も

の
が
あ
る
o
然
し
之
に
は
色
々
理
由
日
の
あ
る
こ
ご
で
、
然
か
も
そ
の
理
尚
は
、
従
家
こ
の
事
業
の
進
行
を
ご
か
く

遅
々
な
ら

L
め
た
所
の
も
の
ご
殆
ん
ど
獲
る
所
な
〈
、
同
一
な
る
理
由
が
依
然
ご
し
て
檎
緩

L
て
居
る
究
第
な
り

Z
す
る
o
削
も
そ
の
理
由
ご
し
て
は
、
小
農
地
創
定
の
任
に
嘗
る
べ
き
カ
ク
V

チ
1
、
カ
ウ
ノ
V
U
V
U
F

の
議
員
連
中

は
多

f
は
地
主
及
び
農
業
企
業
者
の
聞
か
ら
選
出
せ
ら
れ
て
あ
る
潟
的
に
、
従
来
小
さ
な
小
作
人
た

h
し
も
の
や

車
純
な
る
努
働
者
た
り

L
者
や
が
化

L
て
凋
立
の
小
農
ご
な

b
、
自
分
共
に
劃
し
て
一
種
の
謝
抗
力
ご
な
る
を
好

ま
手
さ
る
こ
吉
、
其
所
に
は
一
一
械
の
身
分
的
戚
情
古
い
ふ
が
如
き
も
の
も
働
〈
ご
ご
、
叉
勢
働
者
等
が
化
し
て
濁
立

設

諸
国
由
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
巻

第

焼

ニ
七
七

九

;>11 

農務局編「諸外圏に於ける自作農創定成績J12) 



話

苑

第
十
九
巻

(
第
二
焼
-
一
一
二
U
)

諸
画
自
自
作
農
創
定
事
業

一
七
凡

の
小
農
吉
な
る
こ
Z
に
依
て
地
主
や
農
企
業
者
や
の
必
要
吉
す
る
努
働
供
給
の
少
〈
な
り
、
さ
な
き
だ
に
勢
働
不

足
に
困
り
つ
、
あ
る
紋
態
を
し
て
盆
々
困
難
な
ら
し
か
る
こ
芝
、
同
時
に
又
叫
労
働
に
封
す
る
賃
金
報
酬
も
騰
貴
せ

ゲ
る
を
得
F
る
こ
己
等
が
先
づ
第
一
に
教
へ
ら
る
る
。
然
る
に
此
の
以
外
に
叉
小
農
地

Z
L
て
提
供
せ
ら
る
る
農

地
の
債
格
が
高
き
に
過
ぎ
て
、
小
作
人
等
は
下
手
に
小
農
地
を
買
取
れ
ば
小
作
を
し
て
居
党
時
分
よ
り
か
其
の
負

擦
が
甚
L
〈
重
〈
な
っ
て
経
済
の
立
行
き
難
き
を
見
さ
る
を
得
F
る
賞
味
ゐ
る
こ
E
、
そ
し
て
斯

c小
農
地
の
高

債
な
る
は
、
や
は
り
カ
ヲ

y
v
w
の
議
員
連
中
が
地
主
階
級
の
人
々
で
あ
っ
て
、
共
の
人
々
が
自
ら
小
農
地
Z
し

カ
ク
ン
V

Y

に
高
債
で
以
て
所
街
地
を
責
付
け
る
が
如
き
弊
風
な
き
に
あ
ら
古
る
に
原
因
す
る

て
カ
ク
Y
チ

1
、

次
第
で
あ
る
o

更
に
叉
之
を
小
農
地
を
獲
ん
己
す
る
側
の
人
々
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
殆
ん
Y
』
資
金
の
貯
な
〈
し
て

高
か
れ
安
か
れ
小
農
地
代
債
の
元
利
金
を
支
梯
ふ
能
力
な
き
岩
の
寧
ろ
多
数
な
る
ニ
ご
や
、
現
に
小
作
人
又
は
悼
労

働
岩
Z
L
T
地
主
や
農
企
業
家

ω所
有
地
内
に
あ
る
供
給
さ
れ
た
る
住
家
に
住
つ

τ居
る
者
は
、

A
Y
小
農
地
の
希

望
者
ご
し
て
共
の
申
請
を
縛
し
た
Z
い
ふ
こ
ご
が
地
主
や
企
業
者
に
知
れ
て
英
矯
め
に
住
家
の
立
涯
を
迫
ら
る
る

を
恐
る
、
事
情
や
も
、
彼
等
を
し

t
小
農
地
を
希
望
す
る
こ
さ
な
か
ら
し
め
、
よ
し
之
を
希
思
し
て
も
共
の
申
出

を
差
控
え
し
む
る
原
因
を
潟
す
の
で
あ
る
。

す
べ
て
此
等
の
諸
事
情
に
依
っ
て
、
英
士
ロ
利
の
小
農
地
創
定
事
業
は
現
今
に
至
る
ま
で
牛
歩
の
如
〈
進
み
つ
、

め
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
吾
等
は
此
稽
の
諸
事
情
は
多
〈
は
仰
れ
の
固
に
於
て
も
之
を
見
る
を
得
べ

き
所
の
も
の
で
あ
っ
て
、
従
て
英
吉
利
の
先
例
は
後
に
此
の
事
業
を
行
は
ん
ご
す
る
図
々
に
費
し
て
、
よ
き
般
鑑

た
る
を
思
は
な
〈
て
は
な
ら
ね
の
で
あ
る
。

日.D. Harben. The Rur::tl Prob1ein， London 1913'， p. 59 ff 13) 


